
新型コロナウイルスワクチン接種
問 新型コロナウイルスワクチン対策室（ 2階）
　☎561‐0184、561‐2482 １６～６４歳まで

人
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は

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
14

（
2
０
０
2
）年
の
開
設
時
か
ら
今
日

ま
で
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
人
権
擁
護
を
重
要
な
柱
と
し

て
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
や
常

設
相
談
員
に
よ
る「
人
権
に
関
す
る

悩
み
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
人
権
相
談
の
特
徴

　

令
和
2
年
度
の
相
談
件
数
は
161
件

で
し
た
が
、
相
談
内
容
別
に
集
計
し

た
の
が
こ
の
グ
ラ
フ
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、「
障
害
者
の

人
権
」や「
近
隣
と
の
問
題
」、「
労
働

問
題
」、「
家
族
間
の
問
題
」が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（「
そ
の
他
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件
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中
に
は
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）上
の
誹
謗
・
中
傷
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。）こ
れ
ら
の
４
項
目
は
過
去

５
年
間
で
も
、
相
談
内
容
の
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
と
き
に
は
、
必
要
が
な
い

限
り
、
年
齢
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
相
談
の
あ
っ
た
年
齢
層

と
し
て
は
、
60
歳
以
上
が
多
く
、「
過

去
に
受
け
た
精
神
的
な
苦
痛
が
癒
え

な
い
」「
近
隣
の
人
と
の
関
係
で
悩

ん
で
い
る
」と
い
っ
た
内
容
や
、「
子

ど
も
や
孫
の
家
庭
内
の
こ
と
」な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
特
徴
で
す
が
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、「
過
去
に
受
け
た
い
じ

め
や
暴
言
な
ど
の
精
神
的
苦
痛
に
今

も
悩
ま
さ
れ
て
い
る
」と
か
、「
近
隣

と
の
関
係
で
５
年
く
ら
い
困
っ
て
い

る
」な
ど
、困
り
事
が
長
期
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
、例
え
ば「
家
族
」と「
労

働
」、「
高
齢
」と「
近
隣
問
題
」な
ど
、

複
数
の
要
因
が
複
合
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

に
入
っ
て
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。

　

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
た
と

き
は
、
遠
慮
な
く
人
権
セ
ン
タ
ー
や

人
権
擁
護
委
員
、
専
門
機
関
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
な
人

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
感
じ
た
と

き
に
は
、
相
手
に
共
感
す
る
気
持
ち

で
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
き
、
人
権
セ

ン
タ
ー
や
相
談
機
関
の
利
用
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

令和 2年度の相談内容
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令和 ２ 年度の人権相談から
差別のない明るいまちに問  人権センター

　（大路二、キラリエ草津内）
　 ☎563‐1177、563‐7070

町内学習懇談会推進者研修講座
　一人一人が人権尊重の精神を高め、差別のない明るいまちづくりを進めるために講座を開催します。

�7 月 3 日㈯〜31日㈯　所 �各まちづくりセンター、キラリエ草津（大路二）など
他 時間や定員など、詳しくはお問い合わせください
申・問 �人権センター（大路二、キラリエ草津内） ☎563-1765、563-7070

第₁
講座

「部落差別の現実に学ぶ〜まだある結婚差別〜」
講師�山本啓一さん
（部落解放同盟草津市協議会�橋岡支部副支部長）

第₂
講座

「へこたれへん〜人はきっとつながれる〜」
講師�松村智広さん
（みえ人権教育・啓発研究会代表）

人権センターの相談日
● 相談員の常設相談
　火〜土曜日
　9：00〜12：00、13：00〜16：00
● 人権擁護委員の相談
　平日の月曜日
　9：00〜12：00、13：00〜16：00
● 弁護士の法律相談
　原則毎月�第 4 火曜日
　13：30〜16：30（予約制）
● 相談専用電話　☎563－1660

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　
申 �申込み・応募方法　 〒 市役所への郵送は、〒525-8588�草津市役所〔課名など〕

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、市主催のイベントなどは中止・延期となる場合が
あります。詳しくは、担当課に直接お問い合わせいただくか、市ホームページでご確認ください。

予約
サイトは
こちら

市専用コールセンター��
☎0570‐009‐300
（ 9：00～17：00
※土・日曜日、祝日を含む）

ワクチン接種までの流れ

対象者 発送時期 予約受付
開始日

基礎疾患のある人、
高齢者施設などの

従事者

7 月 7 日㈬

7 月13日㈫

60～64歳 7 月20日㈫
50～59歳 7 月27日㈫
40～49歳 8 月 3 日㈫
30～39歳 8 月10日㈫
20～29歳 8 月17日㈫
16～19歳 8 月17日㈫

場所 受付日時

近江草津
徳洲会病院
（東矢倉三）

● 9 月30日㈭までの平日�13：15〜19：30、
土曜�13：45〜17：30、 日曜�8：45〜17：00

草津市役所
（草津三）

● 9 月26日㈰までの土曜�13：45〜17：30、
日曜 8：45〜17：00

新設会場
（調整中）

● 7 月下旬〜 9 月の平日 午前・午後

市から接種券（クーポン券）などが
自宅へ届く（ 7月 7日（水）発送予定）

●64歳までの人のワクチン接種は、基礎疾患のある人と高齢
者施設などの従事者について、優先予約期間を設けます。

●その後、段階的に予約受付開始日を設けます。

予約受付開始日を確認する
年齢などによって予約できる日が異なります。

接種券（クーポン券）に
同封された「予診票」を記入

定期的に病院などに通院している人は、
主治医に相談の上、同封の「かかりつけ
医確認書」を主治医に記入してもらい、
接種当日に持参してください。

ワクチンの接種を受ける
接種当日は自宅で体温測定して体温を予
診票に記入し、肩を出しやすい服装で来
てください。
持ち物
接種券、予診票、本人確認書類（運転免
許証、マイナンバーカード、健康保険被
保険者証など）

【定期的に通院・服薬している人】
かかりつけ医確認書、おくすり手帳

接種の予約をする（先着順、２回目の予約も必要）
●集団接種は、予約サイトか電話で予約してください。ファ
イザー製ワクチンの場合、 1回目の接種から 3 週間後に、
速やかに 2 回目の接種をすることになっています。原則、
3週間後の同会場・同時間の予約にご協力ください。

●身近な医療機関で接種をする場合は、市ホームページやコー
ルセンターで接種施設を確認してください。予約方法や接
種日時は、各医療機関によって異なります。

1

2

4

5
3

7 月17日㈯から順次接種。ワクチンの入荷状況など
により、今後変更する場合があります。
※12〜15歳までの人の接種時期などは、今後広報くさつや、
市ホームページでお知らせします

※上記会場への移動手段としてシャトルバスを運行します。詳
しくは、市ホームページなどをご確認ください
※受付時間より前に受付を行うことはありません。会場の混雑
を避けるため、受付時間での来場にご協力ください

● 接種スケジュール

市からの接種券は、身近な医療機関での接種、滋賀県大規模接種、職域での接種にも使うことができます

● 集団接種場所・日時

　16歳から64歳までの人に、新型コロナウイルスワクチン接種を開始します。
　優先接種者である基礎疾患のある人、高齢者施設などの従事者は、優先予約
期間を設けます。また、65歳以上の高齢者も、引き続き接種を受けていただくこ
とができます。
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